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 水の酸化による酸素発生反応は４電子の放出を伴うため活性化障壁が高く、触媒開発が困難

な反応として知られている。なかでも、安価な金属イオンを用いた酸素発生触媒の開発は現在

でも極めて困難な課題として残っている。天然の光合成においては、活性中心である Mn4CaO5

クラスターが柔軟に構造変化することにより、酸化ストレスに対応するとともに金属イオン間

における酸素－酸素結合生成反応の効率化に貢献している。我々は、これまでの研究成果[1,2]

ならびに光合成の酸素発生中心に対する知見を踏まえ、酸素発生触媒機能の発現に重要なのは、

多電子酸化還元を担う多核構造と酸素－酸素結合生成を担う隣接活性化サイトの２要素ではな

いかとの着想に至った。そのような仮説に基づき研究を進め、鉄５核錯体（図１）が酸素発生

触媒として極めて高い活性を示すことを見出した[3]。 

 

多核構造：高い電子柔軟性

隣接活性サイト：分子内会合の促進
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図１．本研究で対象とした鉄 5 核錯体の構造と特徴 
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